
令和８年１０月２１日（水）
１６時～ 奄美和光園

　

会議室

奄美和光園の未来を考える会

（説明）・・２０分

１．国立療養所奄美和光園の概況について

２．国立療養所奄美和光園の将来構想について

３．歴史的建造物の保存について

（議題）・・４０分

４．奄美和光園の未来を考える会規約及び委員について

５．会長、副会長の選出について

６．今後のスケジュールについて



第１回

　

奄美和光園の未来を考える会

奄美市健康増進課
予防係長
徳田

　

幸洋

　

様

奄実市健康増進課長
郷田

　

早苗

　

様

奄美市建設部長
安村

　

幸一郎

◎

庫生労働省（オブザーバー）
難病対策課長補佐

　

◎
山崎

　

武

　

様

厚生労働省（オブザーバー）
難病対策課長
岸本

　

堅太郎

　

様

　

◎

厚生労働省（オブザーバー）
難病対策課長補佐

　

◎
岩倉

　

懐

　

様

様
奄美市総務部長
国分

　

正大

　

様

◎

　　　　

◎

奄美市保健福祉部長
川畑

　

博行

　

様
奄美市副市長
則

　

敏光
名瀬保健所長
相星

　

壮吾
大島郡医師会長
稲

　

源一郎

　

様

◎

敏光

　

様

　　

相星

　

壮吾

　

様

●

　　　　

●

◎

奄美和光園
事務長

　

上上山

　

卓朗

◎

奄美和光園
園長

　

馬場 まゆみ

●

奄美人権擁護協議会
委員長
元井

　

直志

　

様

◎
鹿児島県大慶支庁長
朝倉

　

正二

　

様

出入□

ＷＥＢ参加

全国ハンセン病療養所
入所者協議会長
歴

　

猛司

　

様

鹿児島県健康増進課
課長

　

河内

　

伸二

　

様
技術主幹
田島

　

貴子

　

様

厚生労働省医政局｛オブザーバー）
国立ハンセン病療養所対策室長
田村 数宏

　

様

一

　　

電
子
黒
板

　　　

一



況概

所

　　　　

管

　　

厚生労働省

園

　　　　

長

　　

厚生労働技官

　

馬場

　

まゆみ

所

　

在

　

地

　

鹿児島県奄美市名瀬和光町１７００番地

〒８９４－０００７

　　　

Ｔｅｌ

　

ｏ９９７－５２－６３１１

Ｆａｘ

　

ｏ９９７－５３－６２３０

創

　　　　

立 昭和１８年４月５日

敷 地 面 積

　

１２６，２２１ボ

建物延面積

　

１２，９１０ボ

医療法定床
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交 通 の 便

　　

◎鹿児島空港より奄美空港まで飛行機で５０分

　　　　　　

◎奄美空港より「しまバス」にて４０分、浦上農業試験場前
バス

　　　　　　　

停 下 車、徒 歩３０分

　　　　　　

◎奄美市中心部発「しまバス」にて１０分、和光園前バス停下車

　　　　　　

◎名瀬港よりタクシーで１０分



沿

　　　　

革

Ｓ１８．４

　　

定床１００床が完成し、名称を「奄美和光園」と定めた。

ＳＩ９．３

　　

入所者１９名で、開園式を挙行するも、戦争の激化とともに入
所者は離散し、終戦（Ｓ２０．８）となった。
２．２宣言により、奄美群島は沖縄と共に日
れ、米軍統治による群島政府管轄となった。

Ｓ２１．２

　　

２．２宣言により、奄美群島は沖縄と共に日本から行政分離さ

Ｓ２２．２

　　

特別軍政布告第１３号「らい患者強制収容布告」が発せられる。

Ｓ２３．９

　　

沖縄愛楽園より１０７名引き揚げ入所
入所者は一躍３６０名となった。

Ｓ２４．４

　　

入所者自治会（和光会）発足。
Ｓ２５．２

　　

全員に治療薬プロミン注射開始。
Ｓ２８．８

　　

らい予防法、改正公布（法律２１４号）

Ｓ２８．１２

　　

本土復帰、再び厚生省に移管。
Ｓ４３．４

　　

皇太子同妃殿下の行啓。
Ｓ４６．４

　　

高松宮同妃殿下ご来園。
Ｓ４７．１０

　　

天皇皇后両陛下行幸啓。
Ｓ５８．３

　　

一般外来保険診療開始。
Ｓ６３．１２

　　

人事院総裁賞を受ける。
Ｈ８． ４．

　

らい予防法廃止に関する法律実施。
ＨＩＯ．７

　　

らい予防法違憲国家賠償訴訟、提訴。
Ｈ１３，５

　　

国賠訴訟・熊本地裁判決、国控訴せず確定。

Ｈ１４．１

　　

和解に関する基本合意書、調印。
Ｈ１４４

　　

社会復帰支援事業施行。
Ｈ１５．１１

　　

天皇皇后両陛下行幸啓。
Ｈ１７．１２

　　

和光トンネル（１，８２０ｍ）開通。

ＨＩ９．１２

　　

不自由者棟（ゆらいの郷）完成。
Ｈ２１．４

　　

不自由者棟（あすなろ）完成。
Ｈ２３．２

　　　

日本医療機能評価

　

Ｖｅｒ６．０

　

認定。

Ｈ２５．４

　　

一般入院保険診療開始（皮膚科）。
Ｈ２５．１１

　

創立７０周年記念式典。
Ｈ２８．５

　　　

日本医療機能評価

　

一般病院１＜３ｒｄｖｅｒｌ．１＞

　

認 定。

Ｒ２． ５

　　

医療法定床１２２床に変更。
Ｒ２． ８

　　

交流会館（歴史資料館）開館。
Ｒ４． ６

　　　

旧霊安解剖棟・旧火葬場慰霊碑除幕式。

Ｒ４． ９

　　　

日本医療機能評価

　

一般病院１＜３ｒｄＧＶｅｒ２．０＞

　

認 定。



Ｒ‐５． １１

　

創立８０周年記念式典。｛

Ｒ８． ３

　　

厚生労働省より、当園における旧納骨堂を含む８箇所が歴史的建造物として
認定。
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現在ｌ



奄美和光園・ハンセン病について

奄美和光園は、 昭和１８年４月５日に現在の地に開設され、 国立ハンセン病療養所と

して厚生労働省が管理運営しています。 この療養所の中で日々の生活を送っている

人々を総称して“入所者” と呼んでいます。 国立ハンセン病療養所は全国に１３施設あ

り、 和光園はその中で、 入所者数が一番少ない施設となっています。 和光園は
三方を

急峻な山々に囲まれ、 その麓に細長く広がる形で存在しています。 かつては人里離れ

た山間の地でしたが、 平成１７年に和光トンネルが開通し、 今では奄美市中心部から車

で５分の距離となりました。 奄美大島は令和３年７月に世界自然遺産に登録されてお

り、 園内は奄美固有の植物で彩られその中を多くの野鳥が飛び交い、豊か
な自然が南

国特有の風情を醸し出しています。 その中で入所者の方々は静かに暮らしています。
今ではその数は５名となり平均年齢は８７，０歳となっています。 （令和８年１０月１日

現在）

　

かつて入所者を苦しめたハンセン病は、 細菌の感染によって起こる慢性の感染症で

あることがわかり、 既に治療薬で治っています。 しかしながら、 多くの入所
者には後

遺症が残り、その対応が必要となっています。 この後遺症には、 眼の障害や手足の
障

害の他に皮膚の知覚障害や発汗障害等があります。 和光園にある建物は、 このような

障害を持った状態でもうまく生活できるよう工夫されています。 後遺症により階段の

昇り降りが難しいため、 平屋構造としたことによる長い廊下や滑りにくい床、 明るさ

を落とした照明、 年間を通じた温度や湿度の調整などがなされています。 入所者は和

光園を“終の棲家”と決め、 医療だけでなく、 看護・介護を含めた高齢者福祉を受け

ながら毎日の生活を送っています。



看護と介護

看護課では、「その人らしさを大切に」の理念のもと、入所者の看
護・介護を行っておりま

す。入所者は、ノ・ンセン病後遺症や合併症のため、重複障害を持ち高齢化
も進んでいま

す。 入所者一人ひとりが「自分らしく生活している」と実感できるように看
護師・介護員だけ

でなく多職種と連携して生活支援を行っています。
看護単位は治療棟・不自由者棟・病棟の３単位です。治療棟（外来）は入所者の外科・耳

鼻科・歯科・眼科領域の診療援助と生活援助を行います。また一般舎入所者訪問を行い健

康に関する相談や介護員による家事・身体援助も行っています。不自由者棟では個々の不

自由度に合わせ日常生活の援助を行っており、病棟では、入院された入所者の方の治療

がスムーズに行われると共にＱＯＬが保てるよう個別性を大切にした看護を提供していま

す。

また、一般外来では地域住民の方々への皮膚科の診療が行われて
います。一般皮膚科

入院制度として一般病床が４床あり、地域住民へ質の高い看護サービスの提供ができるよう

日々努めています。

療養生活
現在、和光園の入所者は５名（令和８年１０月１日現在）、ほとん

どが奄美群島出身で、在

園年数約６０年、長い間故郷を離れ、生活を送っています。

園内では、夏祭りやクリスマス会などの催しが行われ、園外
では、ショッピングやバスレク

リェーションなどの活動をしています。 ′

また、園内の菜園には、常に季節の野菜や果物が実っており、
かつては畑仕事に汗を流

す入所者もいらっしゃいましたが、高齢化のため難しくなりました。それでも職員の手助けの

もと収穫の楽しみを味わっています。

奄美では多くの人々の理解と協力があり、地域社会との温かい交流が続いています。



一

　

般

　

外

　

来

　

患

　

者

　

数

（単位：人）（令和７年度）

月 初診 再診 合計 １日平均患者数
Ｒ７．４ ４２ ２１４ ２５６ ２３．３

５ ５０ ２０４ ２５４ ２５，４

６ ３３ １５８ １９１ ２７，３
′

　　

７ ５５ １９８ ２５３ ２１．ｌ

８ ５６ ２０４ ２６０ ２１．７

９ ．

　　　

６０ ２０１ ２６１ ２１，８

１０ ３５ １８１ ２１６ ２４．Ｏ

１１ ４１ １８８
・
２２９ ２５．４

１２ ５４ ２１９ ２７３ ２２．８

Ｒ８．１ ３７ １９８ ２３５ ２３，５

２ ３８ １７４ ２１２ ２３．６

３ ５３ ２４０ 、２９３ ２２．５

合計 ５５４ ２３７９ ２９３３ ２３．３

（単位：人）

月 初診 再診 合計 １日平均患者数
Ｒ８．４ ４２ ２０９ ２５１ ２０．９

５ ５０ １８１ ２３１ ２１，Ｏ

６ ５７ ２２２′ ２７９ ２１．５

７ ５８ ，

　

２２７ ２８５ 、

　　　

２５．９

８ ７３ ２０１ ２７４ ２４．９

９ ６０ ２３１ ２９１ ２６．５

１０

１１

　　　　　　　　　　　　　　

≠

１２

Ｒ９．１

２

３

合計 ３４０ １，２７１ Ｌ６１１ ２３．３

（令和８年度）

年度別一般外来患者数（１日平均）

　　　　　　　　　

（単位：～

令矛“元年度 令和２年度 令キＵ鉾彼 令キ隅年度 令キー」５年度 令和６年度 ヰ藩ｕ７年度 令和８年度

３５，６ ３４，Ｏ ２９，７ ２３．５ ２２，ｌ ２２，３ ２３，３ ２３，３



一

　

般

　

入

　

院

　

患

　

者

　

数

（単位：人）（令和７年度）

月 入

　

院 退

　

院 延べ患者数
Ｒ７．４ Ｏ Ｏ Ｏ

５ Ｏ Ｏ Ｏ

６ Ｏ Ｏ Ｏ

７ ‐ ８

８ Ｏ Ｏ Ｏ

９
，

　　

Ｏ Ｏ Ｏ

１０ Ｏ Ｏ Ｏ

１１ Ｏ Ｏ Ｏ

１２ Ｏ Ｏ Ｏ

Ｒ８．１ Ｏ Ｏ Ｏ

２ Ｏ Ｏ Ｏ

３ Ｏ Ｏ Ｏ

合計 ー Ｉ ８

（単位：人）（令和８年度）

月 入

　

院 退

　

院 延べ患者数
Ｒ８．４

＾ ．

　　　

Ｏ ー

５ Ｏ ＊ ．

　　　　

６ Ｏ Ｏ Ｏ

７ ２ Ｏ ３２

８ ” ３ ２７

９ ・ Ｉ ２７

１０

１１

１２

Ｒ９．１

２

３

　　　　　　　　　　　　　　

、

合計 ５ ５ ８８

年度別－－般入院患者 数（延 べ）

　　　　　　　　　　　　　　　　

（単位ゾ＼）

平成３０年度 令矛ロ元年度 令キロガー三度 令矛鴎年度 令矛ロ４年度 令矛ロ５年．度 令矛ロ６年度 令矛府年度 令和８年度

０ ０ ０ ５ ０ ８ ２８ ８ ８８



国立療養所奄美和光園の将来構想について

１将来構想策定の経緯
ハンセン病の患者であった者等が地域社会から孤立することなく良好かつ平穏な生活を

営むことができるよう、 入所者が減少した後も療養所を維持するための方策として、
全国ハンセン病療養所協議会（全療協）の方針に基づき将来構想が策定された。 平成

１６年から平成２６年にかけて全国１３療養所で策定され、 主な柱は①医療・看護・介護の

充実、 ②地域への開放と交流促進、 ③人権教育・普及啓発である。

２休会前の自治会からの要望
・地域住民の治療及び入院が可能となる制度の確立（達成済み）

・歴史的建造物１０箇所の保存整備（東屋展望台を除き整備済み）

・人権擁護委員会は倫理委員会が機能を担う

３将来構想の主な経過
平成１４年８月

　

奄美市を事務局とする「和光園の将来構想を考える会」発足

平成１６年７月

　

長寿を主体とした医療センター整備を厚生労働省へ要望

平成２０年１２月

　

同様施設が存在するため計画なしとして要望見送り

平成２２年８月

　

将来構想検討委員会再発足

平成２３年３月

　

医療・看護・介護の充実、 地域交流、 人権啓発等を柱とする方針策定

平成２４年４月

　

自治会より地域住民の治療・入院制度導入を要望

平成２３年 皮膚科医師採用

平成２５年 入院病床４床設置

４将来構想の達成状況
当園では皮膚科医師の採用及び入院病床の整備により、地域住民の治療及び入院を受け

入れる体制を構築した。 このことから、 当時の自治会長から入所者が生きている間の将

来構想は１００％達成されたとの評価が示され、 園内放送及び８０周年記念誌においても

紹介された。

５ 今後の課題と永続化への取組
今後の重要課題は、 入所者が一人もいなくなった後においても、 ハンセン病隔離政策の

歴史や入所者の歩みを後世へ伝える 「永続化」 の実現である。 将来構想でも、 和光園を

忘れさせない取組及びハンセン病問題の普及・啓発が掲げられ、歴史資料館機能や歴史

的施設保存の考え方が示されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　



永続化に向けては、厚生労働省の要請に基づき、入所者自治会、療養所及び地元自治体

による議論が進められている。 当園においても奄美市と連携し、 保存すべき歴史的建造

物の選定を進めた。

保存対象施設は、旧納骨堂、旧火葬場、旧霊安解剖棟、双葉分校跡、少年舎跡、少女舎

跡、 未感染児保育所跡、 高倉、 東屋、 浄水場跡のｌｏ箇所に、 追悼の場として現
在の納骨

堂を加えた計１１箇所である。

このうち高倉、 東屋、 浄水場跡を除く８カ所は国有財産化手続が完了しており、 令和
８

年３月に歴史的建造物として正式認定を受けた。 残る３箇所についても手続きが進めら

れている。

今後、 歴史的建造物以外の外来管理棟、 病棟、 不自由者棟及び
一般舎地区を、 どのよう

に活用するかということが課題である。

６ まとめ
奄美和光園の将来構想は、 地域医療への貢献という自治会要望を達成し、 一定の成果を

収めた。 今後は 「永続化」 を中心課題とし、 奄美市、 厚生労働省その他関係機関
と連携

しながら、歴史的建造物を含む療養所の保存のあり方、資料の継承及び人権啓発活動の

推進を通じて、 ハンセン病問題の歴史と教訓を次世代へ確実に継承していくことが求
め

られ る。

　　　　　　　　　　　　　　　　

．
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対象建造物等：①
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＜すべて現状の写真＞

［建造物の概要］
【用途】納骨堂
【建設年】昭和３８（１９６３）年
【構造】鉄筋コンクリート造
【規模】地上１階
【面積】 建築面積・延床面積；６．３語

　

・大西基四夫園長（当時）の依頼を受け、名瀬市出身の彫刻家、基俊太郎が設計、職員、入所者の

　

勤労奉仕により完成した。

　

ｒ昭和６０（１９８５）年まで使用していた。
［現在の状況］
老朽化が著しかったので今後の保存に耐えられるよう復元・修復した。
平成３０（２０１８）年１０月補修完了。



［対象選定の観点］
昭和６０（１９８５）年代まで使用され、 入所者の精神のよりどころでもある。
また、 一般舎地区から山にあがっていく過程で、 旧霊安解剖棟、 旧火葬場を通り、 小川を渡って

旧納骨堂

にて永眠するという一連のストーリー性があり、 これらの施設と一体で保存したい。
なお、本件は平成２５（２０１３）年現在休会中の入所者自治会と合意のうえ選定している。

［保存等の方法及び保存等に係る費用］
下記意見による費用

［ＷＧで出された意見、自治会等の意向等］
［園］

　

平成３０（２０１８）年に一度補修工事は行われたものの、現地までの道は狭嘘で車の離合は困難であり折り返

しもできない。 また草木が生い茂っており、 ハブ等の危険生物も生息しているため木の伐採
も必要である。

さらに雨天時は道に泥水が流出するため対策が必要である。
［奄美市の意見］

　

旧納骨堂周辺やそこまでの道のりについて、 山間のため普段からの維持管理が大変そうである。 自治会

からの意見と同様、周辺の整備を検討してほしい。

対象建造物等：②

　

旧火葬場
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［建造物の概要］
【用途】火葬場
【建設年】昭和３１（１９５６）年
【構造】コンクリート造？

【規模】地上１階
【面積】建築面積・延床面積；不明

［現在の状況］

　

昭和３１（１９５６）年火葬場が新設され、 平成３（１９９１）に火災が発生したのを機に使用されなくなった。
その後の火葬は、 奄美市斎場を利用するようになり、 平成１２（２０００）年、 旧名瀬市へ廃止届を提出した。
また、老朽化が著しく崩壊の危険があるため、整備工事により解体、コンクリート舗装のうえ写真入り
慰霊碑を建立。

［対象選定の観点］

　

亡くなられた入所者は平成３（１９９１）年代までこの地で火葬されていたが、 その後は奄美市斎場を使用し
ている。
国の隔離政策のもと、 差別・偏見の歴史を後生に伝える施設として保存したい。
また、 一般舎地区から山にあがっていく過程で、 旧霊安解剖棟、 旧火葬場を通り、 小川を渡って旧納骨堂

にて永眠するという一連のストーリー性があり、 これらの施設と一体で保存したい。

　

なお、 本件は平成２５（２０１３）年現在休会中の入所者自治会と合意のうえ選定している。

　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
［保存等の方法及び保存等に係る費用］

　

下記意見による費用

［ＷＧで出された意見、自治会等の意向等］
［園］

　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　

，

　

旧納骨堂と同様、現地までの道は狭隣で車の離合は困難であり折り返しもできない。また草木が生い茂

っているためハブ等の危険生物も生息しているため木の伐採も必要である。
さらに雨天時は道に泥水が流出するため対策が必要である。
［奄美市］

　

過去の写真や証言等から図面を復元したほうがよい。



対象建造物等：③

　

旧霊安解剖棟
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＜現在＞

［建造物の概要］
【用途】解剖室・霊安室
【建設年】昭和４６（１９７１）年
【構造】木造
【規模】地上１階
【面積】 建築面積・延床面積；４６．３６ｎｆ



【現在の状況］

　

昭和４６（１９７１）年完成、 平成３（１９９１）年７月までの約２０年間使用された。 また、 解剖室ではお通夜等も行

われていたと言われている。 なお、 老朽化が著しく崩壊の危険があるため整備工事により解体、 コンクリ

ート舗装のうえ写真入り慰霊碑を建立。

【対象選定の観点］

　

一般舎地区から山にあがっていく過程で、１日露安解剖棟、 旧火葬場を通り、 小川を渡って旧納骨堂にて

永眠するという一連のストーリー性があり、 これらの施設と一体で保存したい。

　

なお、 本件は平成２５（２０１３）年現在休会中の入所者自治会と合意のうえ選定している。

［保存等の方法及び保存等に係る費用］

　

下記意見による費用，

［ＷＧで出された意見、自治会等の意向等］
［園］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，

　

旧納骨堂と同様、 現地までの道は狭隆で車の離合は困難で折り返しもできない。 また草木が生い茂って

いるためハブ等の危険生物も生息しているため木の伐採も必要である。
さらに雨天時は道に泥水が流出するため対策が必要である。
［奄美市］

　

過去の写真や証言等から図面を復元したほうがよい。

対象建造物等：④

　

双葉分校跡

罰蟹きき－鰯鱗雲ままさまｉ．ｉＥ豪毅まき諭議

＜当時の建物 （現存しない） ＞

　　　　　　　　　　　　　　　

＜現在＞

［建造物の概要］ ，
【用途】小中学校
【建設年】昭和２７（１９５２）年頃
【構造】不明
【規模】不明
【面積】建築面積鵬延床面積；不明

　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

［現在の状況］・

　

戦後奄美出身者の本土からの引き上げ及び学齢児の入園などもあり、入所者の中から学校設置

の要望が高まったことにより、入所者の有識者を教師として教育を始めたのが双葉分校の始まり
である。 昭和２７年（１９５２）ごろ小学生３名、 中学生３名にて開始した。
校舎はなく公会堂（旧礼拝堂）を教室とした。その後、昭和２８（１９５３）年に大島郡三方村立朝日小学

校双葉分校、朝日中学校双葉分校となり、昭和３０（１９５５）年に名瀬市立朝日小学校双葉分校、朝日中
学校双葉分校に校名を変更した。昭和３０（１９５５）年に正式校舎が現在のさゆり荘付近に建設落成



１４名の生徒が分校から巣立ち、 平成３（１９９１）年度限りで廃校となった。
建物は現存せず、 案内板のみ設置した。

［対象選定の観点］

　

ハンセン病における偏見・差別の歴史として後生に伝えたい。
なお、本件は平成２５（２０１３）年現在休会中の入所者自治会と合意のうえ選定している。

［保存等の方法及び保存等に係る費用］

［ＷＧで出された意見、自治会等の意向等］
［園］

　　　　　　　　　　

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

引き続き保存する。
［奄美市］

　

過去の写真や証言等から図面を復元したほうがよい。

対象建造物等：⑤ 少年舎跡
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＜当時の建物（現存しない）＞
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＜現在＞
［建造物の概要］
【用途】入所者居室

，【建設年】不明
【構造】不明
【規模】不明
【面積】建築面積・延床面積；不明

［現在の状況］
上記、 双葉分校を挟んで、 左側の場所に少年舎があった。 この少年舎には、 教育係の入所者

がお父

さん・お母さんと呼ばれ世話をしており、 そのお母さん役の入所者が寝食を共にしていたと聞いている。
跡地に案内板を設置。

［対象選定の観点］
ハンセン病における偏見・差別の歴史として後生に伝えたい。
なお、本件は平成２５（２０１３）年現在休会中の入所者自治会と合意のうえ選定している。

［保存等の方法及び保存等に係る費用］

　

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　

／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

［ＷＧで出された意見、自治会等の意向等］
［園］

　

引き続き保存する。
［奄美市］

　

過去の写真や証言等から図面を復元したほうがよい。



対象建造物等：⑥ 少女舎跡
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＜現在＞

［建造物の概要］
【用途】入所者居室
【建設年】不明
【構造】不明
【規模】不明
【面積】建築面積・延床面積；不明

［現在の状況］
上記、 双葉分校を挟んで右側、 現在宿泊施設になっているさ

ゆり荘の場所に少女舎があった。



この少女舎には、 教育係の入所者がお父さん

者が寝食を共にしていたと聞いている。
跡地に案内板を設置。

お母さんと呼ばれ世話をしており、そのお母さん役の入所

［対象選定の観点］
ハンセン病における偏見・差別の歴史として後生に伝えたい。
なお、本件は平成２５（２０１３）年現在休会中の入所者自治会と合意のうえ選定してい

る。

［保存等の方法及び保存等に係る費用］

［ＷＧで出された意見、自治会等の意向等］
［園］
引き続き保存する。
［奄美市］
過去の写真や証言等から図面を復元したほうがよい。
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対象建造物等：⑦

　

未感染児保育所跡
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＜現在＞

［建造物の概要］
【用途】未感染児童の保育所
【建設年】不明
【構造】不明
【規模】不明
【面積】建築面積・延床面積；不明

［現在の状況］

　

昭和２４（１９４９）年未感染児のための保育所として開設された。 子ども２２人に対し保母３人で保育し、
その内９人は大熊の小学校へ通っていた。 この他に園内で生まれた小学校前の子どもが１０人程いて

園内で両親と一緒に暮らしていた。
その後、昭和４８（１９７３）年３月朝日中学校へ通う２名の生徒が卒業して使命を終え、それ以降は職員
の子女を預かる．

“

　

あまみ保育園”として新たにスタートした。
なお、 保育所の建物は現存しないので整地のうえ案内板を立て、 見学できるようにしている。

［対象選定の観点］
ハンセン病における偏見・差別の歴史として後生に伝えたい。
なお、本件は平成２５（２０１３）年現在休会中の入所者自治会と合意のうえ選定している。

［保存等の方法及び保存等に係る費用］

　

周囲は木々も生い茂り、雑草が生えやすい環境であるため定期的な除草、伐採の作業が必要である。

［ＷＧで出された意見、自治会等の意向等］、
［園］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，

　

引き続き保存する。・

［奄美市］

　

過去の写真や証言等から図面を復元したほうがよい。



対象建造物等：⑧
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＜現在＞

［建造物の概要］
【用途】

　

国有財産台帳への登録が必要
【建設年】不明
【構造】不明
【規模】不明
【面積】不明
［現在の状況］
昭和４３（１９６８）年４月７日の皇太子殿下（現平成上皇）、美智子妃殿下（現上皇后）の行啓を記念して、
御歌碑の前の広場を公園として整備し、 両殿下の行啓記念碑とともに昭和４４（１９６９）年４月７日に竣工
した。 記念公園竣工に合わせて池を掘り、 亜熱帯の植物を植えた。 高倉 （歴史的建造物） は、 レジャー
パークにあったものを、 奄美市の協力で移設したものである。

［対象選定の観点］
高倉を含む一帯が記念公園となっており、 ハンセン病における偏見・差別の歴史として後生に伝えたい。
なお、本件は平成２５（２０１３）年現在休会中の入所者自治会と合意のうえ選定している。

［保存等の方法及び保存等に係る費用］
記念公園内は草地、樹木が多いため定期的な草刈りや勢定が必要。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

［ＷＧで出された意見、自治会等の意向等］
［園］

　

引き続き保存する。
［奄美市］
概要部分の情報を詳細に記載する。移設年月日等も過去の資料より調査すべき。
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＜頂上の東屋＞
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東屋（展望台）山道整備
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［建造物の概要］
【用途】

　

展望台（国有財産台帳への登録が必要）
【建設年】昭和３３（１９５８）年頃
【構造】休憩所を含む山道
【規模】不明
【面積】不明

［現在の状況］

　

麓から曲がりくねった道路をｌｏｏｍ程登っていくと終点に東屋がある。
東屋もそこへ続く道路も昭和３３年の創立１５周年記念事業の一つとして、 入所者と職員の
奉仕作業により完成した。当時は東屋からは園内全景が見渡せたが、現在は樹木が成長し、
園内を見渡すことは出来ないうえ山道も荒れて足場も悪く、ハブ等の危険生物も生息する。
見学できるようにするため、山道整備が必要である。

［対象選定の観点］

　

創立１５周年記念事業の一環として完成し、 入所者の語らいの場所として親しまれていたが、 高齢化に

伴い訪れる人もなくなり、長らく放置されてきた。
東屋までの道のりについても ”隔離されたことによる生活の場” であり、 登った先に東屋がある。 さらに

進むと奄美市街地に達することから脱走を試みる入所者もいたと聞く。
そういった歴史背景も含め当時の入所者の暮らしを伝える施設として山道及び展望台を保存したい。
なお、本件は平成２５（２０１３）年現在休会中の入所者自治会と合意のうえ選定している。

［保存等の方法及び保存等に係る費用］

　

見学者の安全を確保するため山道整備のための費用、その後も樹木に囲まれているため除草、伐採の作
業が必要である。

［ＷＧで出された意見、自治会等の意向等］
［園］

　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　

・

　

整備のうえ引き続き保存する。
［奄美市］

　

東屋は奄美和光園の入所者たちの生活等を語る上で重要な建造物であり、現在容易に立ち入ることが困
難な山道の整備は必要である。

圏



対象建造物等：⑲ 浄水場跡
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＜現在＞



［建造物の概要］
【用途】

　

給水設備

　

（現在は用途廃止しているので再度国有財産台帳への登録が必要）
【建設年】昭和Ｔ８（１９４３）年頃
【構造】不明
【規模】不明
【面積】不明

　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

［現在の状況］
昭和１８（１９４３）年、 開園当初、 谷川の水を堀割を設けて貯め、 そこから竹の桶で配水設備を作った。
しかし、谷川の水を直接使用していたので衛生的には劣悪であった。
この園内給水設備は、 浄水設備ができる直前、 昭和２９（１９５４）年頃まで使用されていた。
今ではわずかにコンクリートの基礎が残るのみであり、 案内板を設置している。

［対象選定の観点］

　

当時の入所者の劣悪な生活環境を伝える施設として保存したい。
なお、本件は平成２５（２０１３）年現在休会中の入所者自治会と合意のうえ選定している。

［保存等の方法及び保存等に係る費用］

　

１日納骨堂へ通ずる経路上にあり、 定期的な除草、 伐採の作業が必要である。

［ＷＧで出された意見、自治会等の意向等］
［園］

　

引き続き保存する。

［奄美市］

　

残存状況の記録は取るべき。



対象建造物等：⑰

　

現納骨堂
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＜現在＞

【用途】納骨堂
【建設年】昭和５９（１９８４）年３月
【構造】ＲＣ
【規模】５２柱
【面積】１３雨

［現在の状況］
奄美和光園の納骨堂に納骨されている遺骨は、 他の園に比べ、 かなり少ない。
１つの要因として、 奄美には昔から結いの心というのがあり、 亡くなったらご先祖様と一緒に

弔うという気持ちから、入所者のお子さんや親族が引き取るケースも多いと考えられる。

［対象選定の観点］

　

亡くなられた入所者を追悼する施設として保存したい。

　

毎年１１月に 「合同慰霊祭」 を行い、 入所者をはじめ、 職員や関係者等が参列し、 黙祷や献花を行い、
これまでに亡くなられた多くの御霊の冥福を祈っている。

［保存等の方法及び保存等に係る費用］

　

以下の意見によりかかる費用。

［ＷＧで出された意見、自治会等の意向等］
［園］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　

遺骨を保存するための管理費用（弔問者への対応、供花）だけでなく入所者家族等、関係者に対して行

う慰霊祭開催費用も必要となる。
［奄美市］

　

今後の老朽化のために、 図面の記録は取ったほうがよい。



奄美和光園の未来を考える会規約

（名称）
第１条

　

本会は、奄美和光園の未来を考える会と称する。

（目的）
第２条

　

本会は、国立療養所奄美和光園の永続化について次の各号を検討するものとする。

　　　

（１） 入所者がいなくなり、 当園がハンセン病療養所としての機能を持たなくなっ

　　　　　

た時以後の歴史的建造物以外の施設の活用に関すること。

　　　

（２） 前号にかかる関係各所との調整に関すること。

（組織）
第３条

　

本会は、第２条の日的に賛同する機関及び団体で、別表に掲げる者をもって構成

する。

（役員）
第４条

　

本会に会長及び副会長を置く。
２

　

会長は、 会員の互選とする。
３

　

副会長は、 国立療養所奄美和光園長とする。

（職務）
第５条

　

会長は、 本会を代表し、 総理する。
２

　

副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときまたは欠けたときは、その職務を代理

する。

（会議）
第６条

　

本会は会長が必要に応じて招集し、議長となる。
２

　

会議は、 委員の過半数が出席しなければ、 開くことができない。
３

　

本会は、 必要があると認めるとき、 委員以外の者の参加を求めることができる。

（事務局）
第７条

　

本会の事務局は、 奄美市及び国立療養所奄美和光園に置く。

（経費）
第８条

　

本会開催にかかる経費 （旅費、 謝金等） については奄美市及び国立療養所奄美

和光園の間で協議するものとする。



（雑則）
第９条

　

この規約に定めのない事項については、 必要に応じてこの会に諮って、 会長が定

めるものとする。く

（附則）
この規約は、 令和８年１０月２１日から施行する。



奄美和光園の未来を考える会委員

会長

副会長

氏

　　

名 機

　　

関

　　　　

‘ 役職

朝倉

　

正二 鹿児島県大島支庁 支庁長

馬場

　

まゆみ 奄美和光園 園長

相星

　

壮吾 名瀬保健所 所長

河内

　

伸仁 鹿児島県保健福祉部健康増進課 課長

稲源一郎 大島郡医師会 会長

屋 猛司 全療協 （全国ハンセン病療養所入所者協議会） 会長

川畑

　

博行 奄美市役所保健福祉部 部長

国分

　

正大 奄美市役所総務部 部長

則

　

敏光 奄美市役所 副市長

元井

　

直志 奄美人権擁護委員協議会 委員長

安村

　

幸一郎 奄美市役所建設部 部長

【オブザーバー】

厚生労働省

　

医政局

　

国立ハンセン病療養所対策室

厚生労働省

　

健康生活衛生局

　

難病対策課



怜後のスケジュール （案） についてｌ

年度 日

　　

程 内

　　　

容

令和８年度

令和８年

　

１０月 ２１日

『議題・テーマ』

①

　

奄美和光園の概況

②

　　

将来構想について経過説明

⑧ 歴史的建造物について

④

　

検討会規約、委員について

⑤

　

今後のスケジュールについて

（時期未定）

『議題・テーマ』

①

　

和光園の土地建物の利活用方針について

　　　

（現地視察及び検討の進め方）

令和９年度

（時期未定）

『議題・テーマ』

①

　

利活用方針案について意見集約

　　　

（メリット、 デメリット、 想定される課題）

（時期未定）

『議題・テーマ』

①

　

永続化にかかる方針確定

②

　　

作 業ス ケ ジュ ー ル

　　　　　　　

．

　　　

（関係各所への手続き、 説明）

令和１０年度

以降
（時期未定）

作業内容に応じて開催

※必要に応じて追加で開催



○歴史的建造物
（納骨堂、監禁室など）

○社会交流会館
（歴史資料館）

○上記の施設に付随する敷
地や道路等

○上記以外の施設や敷地

・医療施設

・入所者の生活施設

．運動施設 （野球場、 丁－
スコートなど）

・その他施設

原則として
厚労省で管理

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

ハンセン病療養所の永続化の方向性について（考え方の整理）

　　

１

０各ハンセン病療養所は、 島、 山間部、 都市部など、 様々な場所に立地しており、 その時々の状況により、
新設の建物や既に入所者の減少を踏まえて更地にする等、敷地内の構成にも変化が加えられてきた。
○療養所の永続化については、それぞれの地域における特性や経緯等を踏まえた入所者自治会、療養所及
び地元自治体による地元での議論を重ねた上で、各地元の要望を踏まえた個別の対応が必要。

入所者自治会、
療養所及び地
元自治体によ
る地元での永
続化の議論

○歴史的建造物について、地元の議論によりリストアップし、
残していくものを決定。保存し啓発に活用していく。

○歴史資料館等について、地元自治体から譲渡等の要望が無け
れば厚生労働省の所有（※）として残し管理、啓発に活用して
いく。

※厚生労働省所管である国立ハンセン病資料館の支所として残
すことを検討６

０地元での議論のうえ、以下の視点でゾーニングを作成。

　

・地元として残していきたいエリア・施設

　

・福祉施設などとして活用したいエリア．・施設

　

・地元として自由な発想で活用 （民間活用等も含め） してい

　

くエリア

　

※民間活用の場合でも、療養所があったことを示す案内図等

　

を残すことが前提

○その上で、敷地の所有形態等も含め、保存や利活用のあり方
を検討。
○自治体等が所有等を要望した場合、低額譲渡や賃貸等を検討

　

する（財務省理財局と調整）。 ３


